
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【入試対策】 
中１～３の学習内容において教科書レベルの例題や練習問題は確実に解けることで，８割ぐらいを

目標にして，解ける問題を確実に正解できるようにしていこう！ 

そのために，数学で学んだ計算力や数学的思考力を磨く努力と，算数で学んだ速さや割合，単位の
変換などの定着を目指していこう！ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出題例 問５ 確率 【主な特徴】 
問題ごとの難易度の差が激しい。 

特に，関数と図形で難易度が高い問

題が１８点分出題される。計算と高い

技術が必要。 

【出題形式】 
問１：計算問題(記号選択・5 問) 
例年通りの出題内容。基本的な計算問題ばかり

なので，ここは満点が絶対条件。 

問２：小問集合(記号選択・5 問) 
様々な分野からの出題であるが，すべて基本的

な問題であるので，ここもすべて正解したい。 

問３：応用問題(記号選択・4 問/記述・2 問)  
(ア)の証明，(イ)の資料の問題は例年どおり。

ただし，(ウ)と(エ)が両方とも図形なのは異例。

しかも（エ）の面積の問題はかなり難易度が高い。

面積や面積比の問題は比較的よく出題されるが

よくある平行四辺形とは異なる今までとは違う

アプローチが必要な問題なので，目的をもって

補助線を描くようなことをしないと解けないだ

ろう。 

問４：関数(記号選択・2問／記述・1問) 
(ア)(イ)は基本的な問題。ただし(ウ)の面積の

問題は関数の知識・技術だけではなく図形の知

識も必要であり，解答までの手順も多いため，

高い思考力を必要とする。 

問５：確率(記述・2 問) 
例年に比べ，問題も難しくなくルールも平易だ

が，10 ㎝を比例配分するという算数で学習した

割合の技術がないと何も解けなくなる。 

問６：空間図形(記号選択・2 問／記述・1 問) 
３問とも定番の問題。ただし，(ウ)の最短距離

は，展開図を描いたあとにどのように補助線を

引いて，どこの図形に注目するかなど，かなり

高い図形的な思考力や解答技術がないと，正解

するのは難しい。 

理解 
できる？ 

解答は，答えを書くのではなく， 
選択肢から選ぶのでもなく， 

１桁ずつマークシートを塗りつぶす 


